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PORTFOLIO

船隊表（隻数）
2018年3月末 2017年3月末

ドライバルク船（石炭船含む） 337 337
油送船（ケミカル船含む） 173 169
LNG船（エタン船含む） 83 80
海洋事業*1 7 5
自動車船 119 120
フェリー・内航RORO船 14 14
客船 1 1
その他 32 31

小計 766 757
コンテナ船*2 91 91

合計 857 848
（註）短期傭船、J/V保有船含む

*1 FPSO、FSRU、サブシー支援船
*2 2018年4月以降はONE社が運航

現在の事業ポートフォリオ
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事業別戦略（コンテナ船）

シナジー効果の現出スケジュール

年間1,050百万米ドルのシナジー効果内訳：

リソースの選択と集中による
事業ポートフォリオの変革

「安定利益」 ＋ 「その他変動損益」 ＝ 経常利益

邦船3社によるコンテナ船事業統合会社“Ocean Network 
Express (ONE)”が営業開始（2018年4月）

損益改善へのロードマップ（経常利益）

ONE社の年間シナジー1,050百万米ドルのうち、
当社出資比率31%に応じた約340億円*の損益改善効果

*為替：1米ドル＝105円前提

変動費削減 430百万米ドル：鉄道、トラック、フィーダー、ターミナル、コンテナ等の費用削減

一般管理費削減 370百万米ドル：IT統合・組織合理化・アウトソース促進等

配船・運航費効率化 250百万米ドル：燃料消費量削減・航路合理化等

変動費削減

2018年度

コンテナ船事業統合の移行期費用

(2018年４月27日発表)

（百万米ドル）

（億円）

2019年度 2020年度

効率性向上
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シナジー効果の現出

競争力の強化

競争力
（収益力）効率的な

事業運営
事業規模 
の拡大

3社の
ベストプラクティス

各社のベストプラクティスを融合させ
ることにより、新たなシナジーを創出
するとともに、事業効率を向上させる

3社の
統合規模

3社の事業規模を合算することに
より、スケールメリットを実現

年間 1,050百万米ドルの
シナジー

年間約1,050百万米ドルのシナジーを
実現し、収益安定化を目指す

中期的にイメージする経常利益水準
800～1,000億円

630

■ その他変動損益
● 経常損益（合計）

■ 安定利益(既決）
■ 安定利益(契約更新）

630550 560

※  縦軸「事業特性が大きい・小さい」は、各事
業について右記の観点を総合的に考慮し
マッピングを行った

・ニッチ分野、マス分野 ・競争環境
・当社の相対的優位性 ・船型の汎用性

リソース重点配分分野
安定利益を創出する事業、相対的に競争力が高く
強みを発揮できる分野に経営リソースを投入

● 安定利益
● その他変動損益

PORTFOLIO

ドライバルク船

＜大型バルカー＞
内外鉄鋼会社向け長期契約を確実に更新
＜中小型バルカー＞
市況＋αを安定的に稼ぐビジネスモデルの構築
中長期契約が期待できるバイオマス燃料輸送契約の積み増し
▶ ギニア出しボーキサイト輸送契約締結

油送船
プロダクト船隊を縮小する一方、ケミカル船／メタノール船を強化、 
タンクターミナルへの参画を検討
▶ 日本コンセプト（株）との資本業務提携を通じ、タンクコンテナ事業へ参入

LNG船
長期契約による安定利益積み増しを継続、 
LNG輸送を核とした垂直統合型ビジネスの追求
▶ ヤマルプロジェクト向け在来船4隻の長期傭船契約獲得

海洋事業

FPSO • FSRU • サブシー支援船を拡充、 
洋上風力関連事業を入口にエミッションフリー事業への進出を検討
▶ 新造FSRU｢MOL FSRU Challenger」をトルコのプロジェクトに投入
▶  インドのSWANプロジェクトに参画
▶  LNG燃料供給船の長期傭船契約締結

自動車船
環境対応船（LNG燃料船等）を整備
▶ トレードパターンの変化に対応してコア船隊減船を実施

ターミナル・
ロジスティクス

M&A等により地域密着型物流拡大（東南アジア・米州に注力）
NVOCC事業の統一ブランド「MOL Worldwide Logistics」による事業展開
▶ マレーシアの総合物流サービス会社PKT Logistics Groupへ出資

フェリー・
内航RORO船

フェリーとトラックによる海陸一貫輸送のネットワークを強化、 
ICT活用によりカジュアルクルーズのマーケットを創出
▶ 新造フェリー2隻を就航（トラック積載能力増加、旅客用船内設備拡充）

関連事業

＜不動産＞
アジア展開を拡大
＜環境・エミッションフリー事業＞
海外を中心に漸増・分散投資、国内展開を通じコア事業の一つに

事業別戦略（コンテナ船以外）

▶： 主な具体的成果

2017年度
実績

2018年度
見通し

2019年度
計画

2020年度
計画

下線の用語については、P.5の用語集をご参照ください。




